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未 来 mirai

一人一人が夢をもち

未来を生きる力のある子

一学期後半も 千原っ子と先生方は 様々な学習や活動を 共にがんばります！

7月18日（土）から始まった長い夏休みを終え、本校は、８月２４日（月）より、

一学期後半がスタートしました。朝の時間にリモートで行った始まりの会では、

2年生の木村春乃さん（右写真）が児童代表として、夏休みの体験と、一学期

後半頑張りたいことを堂々と発表してくれました。ありがとうございました。

他の千原っ子の皆さんも、夏休みにしかできないことを計画的に行ったり、親子

で取り組んだりしながら、楽しく過ごしたことと思います。

先生方は千原っ子と共に、一学期後半も、学級の仲間と互いを大切にしながら

様々な学習や活動に取り組んでいきます。

保護者の皆様におかれましても、これまで同様、本校の教育活動へのご理解とご協力、学級担任との連携

強化、さらには、日常の子供たちへの関わりと励まし・支えをどうぞよろしくお願いいたします。

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

教育実習も始まっています！！ 8/25～9/18 子供を大切にした授業づくり

本校の使命の一つである『教育実習』が8月25日（火）から始まりました。今年度も約1０0人の実習生を

受け入れています。先生方は、教師を目指している実習生に、教科等の授業づくり・生徒指導・学級経営につ

いて模範を示し指導しています。今週からは実習生も授業を行っています。実習生は先生方の指導助言を受

けながら、子供たちの考えや思いを大切に、意欲をもって参加できる指導を一生懸命行っています。また、子

供たちは、授業以外の休み時間や給食・清掃時間でも、実習生と楽しそうに関わり、笑顔いっぱいに過ごして

います。 この教育実習期間が、実習生にとっても、子供たちにとっても、指導する先生方にとっても、それぞれ

が成長できる大切な時間になればと願っています。 あと2週間、頑張ります。

台風18号接近に伴う児童引き渡し 緊急の対応ありがとうございました

一学期後半がスタートして二日目の8月25日（火）は、台風が接近はしていましたが、午前中は通常通り

授業ができると判断し、附属小中学校ともに、そのような対応をしました。お昼過ぎには暴風警報が発令され

る可能性があったため、３校時終了後に給食を済ませ、清掃し4校時の授業を13時から始めていました。その

途中、13時20分頃に沖縄本島中南部に暴風警報が発令されたため、13時30分頃、全保護者にスクリレで

学校より児童引き渡しの連絡をいたしました。

5月24日の日曜授業参観日に引き渡し訓練をしていたため、保護者の皆様の動き（児童玄関での受付⇒

各学級での児童引き渡し⇒下校）はスムーズでした。最終の児童引き渡しは16時でした。保護者の皆様の

ご協力のおかげで、無事に児童引き渡しを終えることができました。

今回の対応から、 約２時間で引き渡しが可能であることや、『児童引き渡しカード』を持参していない保護

者が多くいため、再度、持参することを呼びかけることなどを確認することができました。

今後も様々なケーズで、児童引き渡しを行うことが考えられますので、今回の経験を次回に生かすことがで

きるようにしていきたいと思います。保護者の皆様、緊急の対応ありがとうございました。

インフルエンザ等の感染症の予防をしましょう！ 手洗い・うがい・ハンカチ持参

現在、全国的にインフルエンザが流行しているようです。特に沖縄での発生率が高いという情報があります。

手洗い・うがい・ハンカチ持参、必要に応じてはマスク使用などの予防をしていきましょう。


